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１月 21 日に一人一台のタブレットを配布し、加茂中学校でもＧ

ＩＧＡスクールが本格的にスタートしました。休校中は、タブレッ

トにより健康観察や学習アプリ（eboard）の配布などの活用するこ

とができました。現在、学校登校後は①タブレットを起動し、その

日の体温を入力すること、②曜日を決めて朝読書の時間にタイピン

グ練習をすること、を行っています。 

 教員も現在十分なスキルや活用方法の知識があるわけでなく、授

業での活用はまだまだですが、少しずつ研究をしながら活用をして

いきます。 

 

 

・総合的な学習の時間（上級学校調べ）…検索サイトで上級学校を一人一人が調べ、パワーポイ

ントでまとめて、プレゼン発表を行う。 

・社会科（中国四国地方）…過疎問題について調べて班でまとめて発表する。さらに、タブレッ

トを利用して友達の意見を参考にして自分の考えをまとめる。 

・英語…英作文の練習 

・家庭科…調理方法の調べ学習 

・特別支援学級（教科学習）…学習アプリを活用した個別学習 

・特別支援学級（自立活動・生活単元活動）…新入生歓迎会での学  

校紹介映像づくり 等 

 

 

 タブレットを毎日持ち帰っていますが、課題も生まれています。タブレットは学習のための道具

のはずですが、その目的以外の利用がありました。具体的にはチャット機能を利用して、個人的な

会話をしたり、他校の生徒とつながったりする、You Tube を必要以上に見るなどです。 

 デジタルシチズンシップの視点である、各自の正しい判断のもと安全で有効に使うという考えか

ら、チャット機能の利用や You Tube 等利用の禁止すること自体は考えていません。しかし、学

習用タブレットを利用して他校の生徒と学習と関係なくつながっていくのは好ましくないと考え、

市内中学校の申し合わせにより、他校生徒とのやり取りはしないこととして指導しました。あわせ

てタブレットは学習目的のものであることの確認をしました。 

今後もいろいろな課題が生じると思いますが、生徒自身にも考えさせながら、よりよい使い方が

できるようにしていきたいと思います。 

また、授業で利用しているときにタブレットの充電が切れてしまうことがありますの

で、家庭での充電を毎日お願いします。 

 

 

 

 

社会科での活用の様子

朝のタイピング練習


